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第32号区議会での会派は民主党・市民の会です

情報公開と市民参画をめざして

介護

子育て

環境

瀬　　　　野

　区議会ノートあるいはミニ通信を本会議開催ごとにお配りしています。毎号の購読をご希望の方はぜ
ひご連絡ください。ホームページは随時更新していますので、こちらもぜひ、ご覧ください。

　一般財団法人荒川区自治総合研究所の設立記念講演会（10月 26日）「『協力社会』における基礎
自治体の役割」の講師は神野直彦さん。競争原理を乗り越え、「協力社会」をめざす分権
型社会の提唱者として有名である。新自由主義のもと、「規制緩和と競争が発展をもたらす」とい
う考え方が主流である日本社会で、「協力社会」を模索する方向へいかに変換するのか、区の取り
組みに期待したい。
　荒川区自治総合研究所の研究テーマとして
① 荒川区民幸福推進システムの研究 
② 子どもの貧困・社会排除問題の研究 
③  区政における業務遂行評価管理のあり方とモチベーション改善に関する研究  
（区組織・区職員の評価とやる気を出してもらう方法についての研究）

　の三つが掲げられた。私の一般質問で取り上げた「子どもの貧困」著者の阿部彩さん（社会保障・
人口問題研究所国際関係部第 2室長）も客員研究員である。

冒険遊び場（プレイパーク）荒川に誕生 ! 
毎月第 2日曜日　10時～ 15時 西日暮里公園（西日暮里駅すぐ上）
　子どもたちに自主性がないとか、自分で考えて創り出すことが苦手とかい
われる。外遊びをすることが少なくなったとも。でも、詰め込み式の教育の
なかではこどもの創造性を育むことは難しいし、テレビゲームを与えている
のは大人の責任である。こどもたちに創造・工夫・外遊びの楽しさをと住民参加で、
全国で取り組まれているのが「自分の責任で自由に遊ぶ」プレイパーク。西日暮里公園の
冒険遊び場は、木々の間にロープをはったり、木登りをしたりの外遊びも魅力だし、お年寄り
がどんぐりのやじろべえや竹トンボを教えてくれる多世代交流の場でもある。大きな紙に絵
の具で描いたり、皆で太鼓をたたいたり、緑の中で遊ぶのは、子どもも大人も楽しい。
みんなの出会いの場、憩いの場となっている。立ち寄ってみてください。

荒川区民の幸福度とは?
子どもの貧困をなくす方法は?

第 4回定例区議会は 11月 27日～ 12月 11日に開催されます


